
希学園 第393回 公開テスト 新小４ 算数 2025年２月９日実施 模範解答 制限時間40分

796 1906 500 35
173 30 47 48

４─ (匹)36 34 ９15
(ｍ) (枚)33 ６ ６

番目 番目４ 22 26

通り 通り２ 12

11 ９

点 点 点２ ７ 77

(配点)各４点×25



希学園 第393回 公開テスト 新小４ 算数 2025年２月９日実施 解説

８×□＋４×７＝１００(本)

１００－４×７＝７２(本) ７２÷８＝９(匹)

１２－１＝１１…間の数 ３×１１＝３３(ｍ)

５０×１４＝７００(円)なので，１０円玉がある。

１０円玉が１０枚のとき，１４－１０＝４(枚)で

６５０－１０×１０＝５５０(円)はできない。

よって，１０円玉は５枚。１４－５＝９(枚)で，

６５０－１０×５＝６００(円)を作る。

１００×９＝９００(円)では多すぎるので，

９００－６００＝３００(円)へらす。

１００円玉を５０円玉に取りかえると，

１００－５０＝５０(円)へるので，

３００÷５０＝３０÷５＝６(回)取りかえる。

よって，５０円玉は６枚。

□□７□＋４□＝□□□□

９７ ＋４ ＝ ０ 残り；１２３５６８

と は１ちがい。 が１のとき， ， ， は

２＋３＝５，２＋６＝８，３＋５＝８だが，どれ

も残りの数が１ちがいでないのでおかしい。

よって は２で， ， が５，６となる。

ちなみに５９７３＋４８＝６０２１などがある。

２０÷３＝６(セット)あまり２ → △

２０÷４＝５(セット) → ４

よって，４。

①から までの１２このくり返しになっている。

②の１こ目は１０番目なので，②の２こ目は，

１０＋１２＝２２(番目)

２の１こ目は２番目。３こ目は，その２回あと。

よって，２＋１２＋１２＝２６(番目)

図のように，２通り。

１辺の長さが３㎝の正方形が，すべて大きな正方

形の辺にくっつくものは，図２や図３などの４通

り。(下の図)

→ →

→

また， から考えて，そうでないものが

２＋２＋２＋２＝８(通り) (下の図)

よって全部で，４＋８＝１２(通り)

Ｃが２のとき，Ｂは，２×２＋１＝５

Ａは，５×２＋１＝１１

３９÷Ｂ＝２あまり１

→ (３９－１)÷２＝１９…Ｂ

１９÷Ｃ＝２あまり１

→ (１９－１)÷２＝９…Ｃ

あつきとかずやのことばから，直線上にまとめる。

よって，かずやとさとしの点のちがいは，

８－６＝２(点)

さとしとたくみのことばを式にする。

さとし＋なおと＝かずや＋たくみ

たくみ＋なおと＝かずや＋さとし－１４

そのままたして，

さとし＋たくみ＋なおと＋なおと

＝かずや＋かずや＋たくみ＋さとし－１４

→ なおと＋なおと＝かずや＋かずや－１４

よって，かずやとなおとの点数のちがいは，

１４÷２＝７(点)

さとし＋なおと＝かずや＋たくみ

で，なおとはかずやより７点低いので，

さとしは，たくみより７点高い。

よって，５人の点数は次のようになる。

一番点数の低いなおとの点数を①点とすると，

①＋①＋１＋①＋２＋①＋７＋①＋９

＝⑤＋１９＝４０４(点)

(４０４－１９)÷５＝７７(点)

(配点)各４点×25

高い低い
８点

６点 さかあ

高い低い
さかあな た

２点５点


